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児童の組織キャンプにおける
MHPC尺度と IKR尺度の変容
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【要 旨】
児童の組織キャンプでの体験内容を評価するため児童用精神的健康パターン診断検査

(Mental Health Pattern for Children：以下MHPC）と子どもの生きる力評定用紙
（Ikiruchikara：以下 IKR）簡易版の調査を２泊３日の組織キャンプ前後で34名の対象者
に対し実施し、以下の事が得られた。
MHPCでは領域別ストレス得点が組織キャンプ前後で低下し、領域別やる気得点は

キャンプ前後で増加した。これは対象者にとって良い結果であり、組織キャンプ前に比べ
精神状態は安定していると思われる。
IKR簡易版の結果では「生きる力」が組織キャンプ前後で有意に向上しており、さら

に「身体的能力」も向上している。これらは対象者にとって良い結果であり、今回の組織
キャンプが対象者の生きる力を高めたことが明らかとなった。

【キーワード】
組織キャンプ，IKR，MHPC

１．緒言および目的

組織キャンプは、自然環境の中で訓練された
指導者のもとに、共通した目標を持ち、共同生
活を行う体験的プログラムである。
元来、組織キャンプとは米国において発祥

し、余暇活動の一環として位置づけられてきた
が、その後、多くの国々で青少年の心身の発達

を意図した教育的手法として発展を遂げてき
た。現在わが国でも主に多くの青少年たちが国
立施設や民間団体が主催する組織キャンプに参
加している。
また1998年に出された文部省中央教育審議会

が公表した答申の中でも、子どもを親と切り離
し、異年齢の子ども同士が自然の中で切磋琢磨
する自然体験プログラムを積極的に提供するこ
とが述べられ、ますます野外教育の必要性が高
まっている１）２）。
さまざまな要素を含む統合的な活動としての１ 別府市立少年自然の家「おじか」
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組織キャンプは、多くの研究領域からのアプ
ローチが試みられている。その中で、近年組織
キャンプへの参加のメンタルヘルス（精神的健
康）に関する研究が数多く報告されている。た
とえば、飯田らは小学校４・５年生４４名を対象
に７日間のキャンプを実施し、キャンプ後に状
態不安が有意に減少したことを報告してい
る３）。また、星野は１２３名の女子大学生を対象
に４泊５日の組織キャンプを実施し、Spiel-
berger らの STAI（State-Trait Anxiety Inven-
tory）を用いて状態不安の変容を検討した結果、
組織キャンプ終了後に状態不安が有意に減少し
たことを明らかにしている４）。
このように、組織キャンプ体験のメンタルヘ

ルスに及ぼす影響を見た研究が多く報告されて
おり、また状態不安が減少している例が多く報
告されている。
そこで本研究では、西田らによって作成され

た、児童のメンタルヘルスを多面的に測定する
ことの可能なMHPCを用い組織キャンプ前後
での児童のメンタルヘルスの変容を調査するこ
ととした５）６）７）。
また、1996年に中央教育審議会は第一次答申

として「生きる力」の育成方策の一つとして、
青少年の生活体験・自然体験の機会増加を求め
た。また、2008年の学習指導要領改訂により、
ゆとり教育の見直しは実施されたが、生きる力
の育成はより強化されたものとなった。また、
この具体的育成手法として「自然体験活動の推
進」が示され、長期自然体験活動推進プランが

実施されている状況にある８）。
この様な背景によって2001年橘らにより作成

され「生きる力」を構成する指標として作成さ
れた「IKR（IKiRu chikara）評定用紙」は、
児童・生徒におけるキャンプの教育的効果を測
定する尺度して開発され、１４指標について各５
項目、計７０項目のアンケート調査である。今日
では組織キャンプ事業を運営しながらでも簡便
にアンケート調査が実施できるように２８項目に
絞り込んだ、短縮版の“IKR簡易版”が用い
られることが多くなった９）。
そこで本研究ではMHPCとの調査と同時に

IKR簡易版をキャンプ前後で調査を実施し、
それぞれの変容およびMHPCと IKR簡易版の
関連を調査することを目的とした。

２．方法

⑴ 組織キャンプの概要
今回調査する組織キャンプは、２０１１年８月２

日～４日（２泊３日）の日程で別府市立少年自
然の家「おじか」で実施された「わんぱく冒険
隊 ステップ１」である。豊かな自然の中、子
どもたちで様々な体験活動を行うことにより、
互いに協力しながらたくましく生活していく力
を養う。また、「ふりかえり」の活動を通して、
自己を見つめ、友人の気持ちを感じながら目標
を持って活動にのぞむことにより、「気づき、
考え、行動する力」を養うことを趣旨として開
催されている。組織キャンプの日程は表１のと

活動日 午 前 午 後 夜 宿泊

〈１日目〉
８月２日

○入村式
○協力の練習ゲーム
○班会議（係決め）
○野外炊飯（夕飯）

○ナイトハイク ロッジ

〈２日目〉
８月３日

○野外炊飯
○おじかチャレンジゲーム
○テントはり

○昼の生き物観察
○手作りおやつ
○野外炊飯

○キャンプファイヤー テント

〈３日目〉
８月４日

○おじか展望台からの日の出観測会
○野外炊飯
○片付け
○神楽女自然ビンゴ

○記念のクラフト
○解散式
○退村式

表１．組織キャンプ・日程表
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おりである。また指導者は組織キャンプについ
ての専門的な技術を有する別府市立少年自然の
家「おじか」の職員１２名と別府大学短期大学部
初等教育科学生および幼児Can ぷ研究会のボ
ランティア５名であった。
組織キャンプの日程表は表１のとおりであ

る。

⑵ 調査対象者
調査は別府市内の小学校に通っている小学校

３年生から６年生までの児童、合計３４名（男子
２１名、女子１３名）を対象に実施した。

⑶ 調査方法
MHPCと IKR簡易版は組織キャンプ体験

前・後に質問紙法にて実施した。体験前の測定
はキャンプの入村式後に行われ、体験後の測定
はキャンプの退村式後に実施した。調査はすべ
ての児童を一か所に集合させ、質問紙の記述方
法を説明した後に実施した。

⑷ 分析方法
組織キャンプ前後での変化を検討するため

に、対応のある t検定を実施した。集計および
解析では、Microsoft Excel２０１０を使用した。

図２－１．IKR簡易版（オモテ）

図１．MHPC調査票 図２－２．IKR簡易版（ウラ）
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図３．領域別ストレス得点

図４．ストレス合計得点

図５．領域別やる気得点

図６．やる気合計得点

３．結果

⑴ 組織キャンプ前後でのMHPCの変化
MHPCの結果は大きく分けてストレスの結

果とやる気の結果に分けられ、それぞれに３つ
の領域別項目がありそれらで構成されている。

１）領域別ストレス得点の結果
領域別ストレス得点は「怒り感情」、「疲労」、

「引きこもり」で構成されている。組織キャン
プ前後で比較すると、３項目とも値の低下がみ
られる。特に「引きこもり」に関しては低下す
る傾向が見られた（P＜０．１）。

２）ストレス合計得点の結果
ストレス合計得点は、領域別ストレス得点の

総和から求められる。組織キャンプ前後で比較
すると、低下が見られ、低下する傾向が見られ
た（P＜０．１）。

３）領域別やる気得点の結果
領域別やる気得点は「目標・挑戦」、「自信」、

「生活の満足感」で構成されている。組織キャ
ンプ前後で比較すると、「目標・挑戦」は組織
キャンプ後にわずかに低下しているが、「自
信」、「生活の満足感」はわずかながら増加して
いた。

４）やる気合計得点
やる気合計得点は領域別やる気得点の総和か

ら求められる。組織キャンプ前後で比較する
と、わずかに組織キャンプ後に増加している。
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⑵ IKR簡易版の結果
IKR 簡易版は２８項目の質問から構成されて

おり、それらから「心理的社会的能力」、「徳育
的能力」、「身体的能力」に大別することができ
る。そして２８項目の総和が「生きる力」となる。

１）「生きる力」の変容
組織キャンプ前後で比較すると、７．４ポイン

ト向上しており、その向上に有意な差が見られ
た（P＜０．０５）。

２）「心理的社会的能力」の変容
組織キャンプ前後で比較すると、３．２ポイン

ト向上しており、その向上に有意な傾向が見ら
れた（P＜０．１）。

３）「徳育的能力」の変容
組織キャンプ前後で比較すると、１．６ポイン

ト向上しているが、その向上に有意な差は見ら
れなかった。
４）「身体的能力」の変容
組織キャンプ前後で比較すると、２．５ポイン

ト向上しており、その向上に有意な差が見られ
た（P＜０．０１）。

能 力 調査項目 事前調査 事後調査
M SD M SD

生きる力 119.2 21.3 126.6 26.6
心理的社会的能力 58.9 11.8 62.1 14.7

非 依 存 １．いやなことは、いやとはっきり言える 4.1 1.1 4.4 1.4
１５．小さな失敗をおそれない 4.3 1.2 4.7 1.3

積 極 性 １１．自分からすすんで何でもやる 4.3 1.2 4.6 1.2
２５．前向きに、物事を考えられる 4.1 1.4 4.4 1.4

明 朗 性 ５．だれにでも話しかけることができる 4.2 1.4 4.7 1.5
１９．失敗しても、立ち直るのがはやい 4.7 1.1 4.8 1.3

交友・協調 ７．多くの人に好かれている 3.9 1.1 3.8 1.4
２１．だれとでも仲良くできる 4.4 1.3 4.8 1.2

現 実 肯 定 ９．自分のことが大好きである 4.3 1.4 4.2 1.6
２３．だれにでも、あいさつができる 4.6 1.4 4.7 1.5

視野・判断 ３．先を通して、自分で計画が立てられる 3.5 1.2 4.2 1.3
１７．自分で問題点や課題を見つけることができる 4.2 1.1 4.1 1.6

適 応 行 動 ８．人の話しをきちんと聞くことができる 4.3 1.4 4.4 1.3
２２．その場にふさわしい行動ができる 4.1 1.3 4.3 1.3

徳育的能力 34.3 7.4 35.9 8.7

自 己 規 制 １４．自分かってな、わがままを言わない 4.1 1.2 4.4 1.6
２８．お金やモノのむだ使いをしない 3.9 1.7 4.4 1.8

自然への関心 ６．花や風景などの美しいものに、感動できる 4.4 1.5 4.6 1.5
２０．季節の変化を感じることができる 4.5 1.3 4.5 1.6

まじめ勤勉 １２．いやがらずに、よく働く 4.1 1.2 4.3 1.6
２６．自分に割り当てられた仕事は、しっかりとやる 4.7 1.3 4.9 1.2

思 い や り ２．人のために何かをしてあげるのが好きだ 4.2 1.2 4.5 1.2
１６．人の心の痛みがわかる 4.5 1.1 4.3 1.4

身体的能力 26.1 5.3 28.6 5.7

日常的行動力 13.早寝早起きである 4.5 1.6 4.7 1.6
２７．からだを動かしても、疲れにくい 4.3 1.4 4.8 1.6

身体的耐性 ４．暑さや寒さに、負けない 4.9 1.2 5.1 1.0
１８．とても痛いケガをしても、がまんできる 4.3 1.2 4.5 1.4

野外技能・生活 １０．ナイフ・包丁などの刃物を、上手に使える 4.4 1.2 5.1 1.2
２４．洗濯機がなくても、手で洗濯できる 3.7 1.5 4.3 1.5

表２．IKR簡易版・２８項目の集計結果
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４．考察

⑴ MHPCについて
MHPCの領域別ストレス得点の結果から組

織キャンプ前後で３項目とも低下していること
から、２泊３日の組織キャンプで様々な体験を
行うことで、組織キャンプ前に感じていた「怒
り感情」や「疲労」、「引きこもり」を取り去る
ことができたと考えられる。また、ストレス合
計点も同様に考えることができる。対象者は組
織キャンプ中、家庭から隔離された状態で２泊
３日過ごすことになる。それが対象者にとって
はストレスであり、領域別ストレス得点にも表
れていると考えられる。また、組織キャンプで
は構成された班で生活し、班員と共に生活す
る。その生活をスムーズに行えるように担当者
によりアイスブレーキングやナイトハイク、協
力ゲームやチャレンジゲーム、キャンプファイ
ヤーを行う。このような活動を実施すること
で、仲間を大事にしようと思う精神が養われ、
自身を見つめなおす活動にもつながる。そのこ
とから組織キャンプ後には領域別ストレス得点
が低下したと考えられる。
MHPCのやる気合計得点の結果から、組織

キャンプ前後で「目標・挑戦」が低下している
ことから、組織キャンプ前はこれから始まる組
織キャンプへの目標や挑戦の意気込みがあった
と思われる。これが組織キャンプ後には解消さ
れ、わずかではあるが低下した結果につながる
と思われる。また、「自信」、「生活の満足感」
に関しては、組織キャンプ後に値が増加してお
り、これらから組織キャンプ中に実施した様々
なゲームや活動、仲間と共に生活をするといっ
た、家庭から自立して子どもたちだけでやり遂
げたという「自信」や「生活の満足感」の値の
増加につながっているのではないかと思われ
る。これらの結果から「やる気合計得点」がわ
ずかに増加した結果につながると思われる。

⑵ IKR簡易版について
IKR 簡易版の解析の結果から「生きる力」

*P＜０．０５

図７．生きる力の変容

図８．「心理的社会的能力」の変容

図９．「徳育的能力」の変容

**P＜０．０１

図１０．「身体的能力」の変容
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は組織キャンプ前後で優位に向上していること
が明らかになった。これは、前述のとおり家庭
から隔離された状態で２泊３日過ごし、様々な
活動をすることによって生きていくために必要
な仲間とのコミュニケーションや、食事の準
備・片付け、寝床の確保等を身に付けていくこ
とで文字通り「生きる力」が身に付くためだと
思われる。その結果から組織キャンプ前後で有
意な差が見られたと思われる。
「心理的社会的能力」については組織キャン

プ前後で向上している。これも組織キャンプで
経験する同級生以外との生活、また大学生を
リーダーとした班構成の中で生活することで心
理的にも社会的にも成長する状況にある。しか
し今回の調査では有意な差は見られなかった。
今回の組織キャンプは２泊３日という短期間で
の実施であったため大きな変化は見られなかっ
たのではないかと思われる。
「徳育的能力」についても「心理的社会的能

力」と同様で組織キャンプ前後で向上している
が、有意な差は見られなかった。「心理的社会
的能力」の考察と同様の事が考えられる。
「身体的能力」については組織キャンプ前後

で有意に向上している。これは今回実施された
組織キャンプでは、体を動かすプログラムが多
く、そのことから自身の身体的能力に自信を持
つことができ「身体的能力」の向上に寄与した
のではないかと考えられる。

５．まとめ

本研究では、児童の組織キャンプでの体験内
容を評価するためMHPCと IKR簡易版の調査
を２泊３日の組織キャンプ前後で34名の対象者
に対し実施し、以下の事が得られた。
MHPCでは領域別ストレス得点が組織キャ

ンプ前後で低下し、領域別やる気得点はキャン
プ前後で増加した。これは対象者にとって良い
結果であり、組織キャンプ前に比べ精神状態は
安定していると思われる。
IKR簡易版の結果では「生きる力」が組織

キャンプ前後で有意に向上しており、さらに

「身体的能力」も向上している。これらは対象
者にとって良い結果であり、今回の組織キャン
プが対象者の生きる力を高めたことが明らかと
なった。
今回の調査から、さらに長期の組織キャンプ

についても調査が必要と思われる。また、次年
度以降も継続的にデータを蓄積し、評価してい
くことも必要と思われる。
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康科学，２００３ ⑶，２５，５５－６５

６）西田順一・橋本公雄・柳敏晴，児童用組織キャン

プ体験評価尺度の作成および信頼性・妥当性の検討，

野外教育研究，２００２，６－１，４９－６１

７）西田順一・橋本公雄・柳敏晴，組織キャンプ体験

に伴うメンタルヘルス変容の因果モデル―エンジョ

イメントを媒介とした検討―，教育心理学研究，

２００５，５３，１９６－２０８

８）築山泰典・藤井雅人・中嶋優友・田中忠道，年間

継続事業としての不登校キャンプの効果 第２報

―ソーシャルスキルと生きる力から検討―，福岡大

学スポーツ科学研究，２０１０，４１ ⑴，９－１９

９）独立行政法人国立青少年振興機構，体験活動によ

る「生きる力」の変容が見える！ ２０１０年５月
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